
感染症情報 ７月２１日～２７日

②伝染性紅斑

④溶連菌感染症

４３３例（堺市 

２０８例（堺市 ２８例）
１５２例（堺市 ７例）

報告数による順位。前週比１２．０％減の２，１９１件。感染性胃腸
炎は府下で前週から１９％減、堺市で前週５０例→今回２９例。伝
染性紅斑が府下で２％増、堺市で前週２６例→今回３８例。ヘルパ
ンギーナが府下で増減なし、堺市で前週１５例→今回２３例であっ
た。溶連菌感染症が府下で３３％減、堺市で前週４２例→今回２８
例。手足口病が府下で８％減、堺市で前週１１例→今回７例。
インフルエンザが府下で前週５３例→今回２６例は５１％減。堺市
で前週・今回とも２例であった。全数把握疾患の百日咳は大阪府
で７２例→５５例は２４％減、堺市は３例→４例であった。今年入
ってからの府内の累積報告数は２，２１３例となった。

３８例）
③ヘルパンギーナ ４００例（堺市 ２３例）

２９例）

府下２９１医療機関（堺市２５）から

府下小児科１８５医療機関（堺市１７）から

①感染性胃腸炎 ６８０例（堺市

２６例（堺市インフルエンザ ２例）

府下２９１医療機関（堺市２５）から

９５７例（堺市新型コロナウイルス感染症 ８７例）

 新型コロナウイルスの定点報告は、府下で３３％増（５週連続増）、
定点当たり２．４７→３．２９。堺市は６７例→８７例で３０％増、定点
当たり２．６８→３．４８は大阪府ブロック別でワースト３位であった。

大阪府定点 ３．２９ 堺市定点 ３．４８

麻疹や風疹の報告はなかった。

⑤手足口病

府下２９１医療機関（堺市２５）から

９，５４７例（堺市急性呼吸器（ARI）感染症 ９３６例）
大阪府定点 ３２．８１ 堺市定点 ３７．４４

 急性呼吸器感染症は大阪府で前回より１４％減、定点当たり
３８．２３→３２．８１、堺市で９８３例→９３６例は前回より５％減、定点
当たり３９．３２→３７．４４であった。
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